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本研究の目的は文化的要因を考慮する社会的スキル・トレーニング（SST）のプログラムの開発とともに，
プログラムの効果をSSTの実践を通して検討することである。中国の若者の社会的スキルレベルが低下す
る社会的背景を踏まえ，研究1では，中国文化の要素が考慮されたSSTプログラムを作成した。研究2では，
実験計画法を用いて中国人大学生を統制群（58名）と実験群（40名）に配置し，研究1で作成したプログ
ラムを実験群に実施した。その結果，実験群は中国文化に基づく社会的スキル尺度と通文化的社会的スキ
ル尺度の両方で得点が有意に上昇したのに対し，日本文化に基づく社会的スキル尺度の得点は変化しなかっ
た。また，その効果は3カ月の追跡調査においても持続された。一方，統制群はすべての社会的スキル尺度
において有意な得点の変化がみられなかった。これらの結果を踏まえ，本研究で開発したSSTプログラム
の中国文化に特有な要素が検証できたと推論される。
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問　　題

最近の中国社会では，若者の対人関係能力が低

下していることが指摘されている（毛・大坊，
2006）。対人関係能力低下をもたらす理由として，
「一人っ子政策の継続」と「経済の成長」が挙げ
られる。30年前から始まる一人っ子政策および
核家族の増加により，家族内の人間関係の数が減
少し，若者たちに幼少時代からの人間関係の経験
不足がもたらされた（Liu, 1988）。一方，経済の
成長は教育の過熱を促進し，「勉強さえできれば
よく，他人への思いやりが欠け，優しく豊かな心
を持たない子が多くなった」（周，2006）状況を
作り出した。このような中国独自の社会事情に加
え，他の国と同様に，IT製品の普及により，若
者の間で電子媒体を介する間接的なコミュニケー
ションの増加（大坊，2003），バーチャル世界に
没頭し，現実の人間関係を軽視する若者の増加
（Peng & Dong, 2010），などの状況もあり，若者
の対人関係能力の低下に拍車をかけた。
このような問題に対して，対人関係能力の改善
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と向上には，「社会的スキル（social skills）」とい
う概念が有効である。これまでに，社会的スキル
と対人関係能力との関連を検討した研究（e.g., 菊
池，1988；堀毛，1994）や，トレーニングを通
して社会的スキルが向上され，対人関係能力が改
善される報告（e.g., 後藤・大坊，2009）が多く
あった。そこで本研究の目的は，中国の文化的特
徴を踏まえ，中国の若者の社会的スキルを向上さ
せるトレーニングのプログラムを開発し，トレー
ニングの効果を検討することである。
社会的スキルの定義と特徴

相川（1996）は，社会的スキルを「対人場面に
おいて適切かつ効果的に反応するために用いられ
る言語的，非言語的な対人行動と，そのような対
人行動の発見を可能にする認知過程」と定義して
いる。個人の社会的スキルの向上は，社会生活へ
の適応（大坊，2003）や人間関係のストレスの緩
和（田中，2003），生活の質（quality of life）の
向上（皿田，2003）などに重要な役割を果たして
いる。その一方で，社会的スキルの不足は孤独感
や抑うつ，うつ病などの精神疾患を引き起こす可
能性もある（相川，1992；相川・藤田・田中，
2007）。

Argyle（1967）は，運動スキル・モデルを踏ま
え，社会的スキルを練習により向上可能なもので
あるとし，社会的スキル・トレーニング（social 
skills training，以下SSTと表記する）を提案した。
また，Argyle（1967）は，社会的スキルをコミュ
ニケーションプロセスの中でとらえ，SSTは実際
の行動だけではなく，行動に移るまでの認知的な
要素も考慮されるべきであるとしている。この考
えに基づき，相川（2009）は，対人関係における
認知と行動を網羅した「社会的スキルの生起過程
モデル」を提案した。
社会的スキルを向上させる方法として，アク
ションリサーチの発想を背景とするラボラト
リー・メソッド（Laboratory Method）による体
験学習（Experiential Learning）がある。この方

法は，①具体的体験（concrete experience），②
体験の反省と観察（re�ections & observations），
③抽象化，概念化，一般化（abstract, concepts,  
and generalizations），④仮説を立てる（hypothesis）
と い う 循 環 的 な プ ロ セ ス（Kolb, Rubin, & 
McIntyre, 1971）によって構成される。トレーニ
ングの参加者は構造化されたプログラムに参加
し，そこで経験したことに対する自分自身による
振り返りを通して，自分の行動に目を向ける。ま
た，他のメンバーによる自分へのフィードバック
を通して自分自身の行動上の問題を発見し，次の
実践で改善することによって，社会的スキルを向
上させる（津村・星野，1996）。このような方法
を身につけることにより，参加者が自身に対する
自主的な修正が可能となり，トレーニングの場を
離れても学んだことを活かし，トレーニングの効
果が持続できると考えられる。
社会的スキルと文化

社会的スキルの内容は文化と深く関わってい
る。大坊（2006）は，社会的スキルを階層性（「基
礎スキル」，「特定スキル」，「目的的スキル」）が
あるものとしてとらえ，文化規範はそれぞれの階
層に影響を与えると述べた。その上で，文化にお
いて推奨されない行動パターンの表出を避けた方
が他者との調和的な関係を築きやすいと主張し，
社会的スキルが文化によって規定されると強調し 
ている。さらに，堀毛（1994）やTakai & Ota（1994） 
は，Berry（1969, 1989）の提唱する etic–emicア
プローチ（人間の行動や社会現象などを文化普遍
性の観点と文化独自性の観点に分けて理解するア
プローチ）を取り入れて，社会的スキルを，どの
文化にも共通的な部分とある文化に特有な部分に
分けて考える必要があると指摘している。Takai 
& Ota（1994）は「腹芸」や「以心伝心」などの
日本文化の特徴に基づき，日本人の社会的スキル
を5つの次元，すなわち，「察し能力（perceptive  
ability）」，「自己抑制（self-restraint）」，「上下関係 
の調整（hierarchical relationship manage ment）」， 
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「対人感受性（interpersonal sensitivity）」，「あい
まいに対する耐性（tolerance for ambiguity）」に
整理した。
一方，本研究で焦点となる中国には，他文化

で考えられた社会的スキルの概念や尺度の紹介
や適用などの研究（Cao, Huang, Cheng, & Jiang, 
2009; Yu, 1994など）があるが，これらの研究
では社会的スキルを通文化的にとらえており，
中国文化の独自性が配慮された研究が少ない
（Zhuang, Gan, & Liu, 2004）。こういった現状の
中で，Mao & Daibo（2006）や毛・大坊（2005a, 
2005b, 2006）は，「和」や「仁」などの考え方の
もとに，中国人大学生の社会的スキルを「相手の
面子（partner’ s mianzi）」，「社交性（sociability）」，
「友達への奉仕（altruistic behavior）」，「功利主義
（connection orientation）」という4つの因子にま
とめ，中国人大学生社会的スキル尺度（Chinese 
University-students Social Skills Inventory: 
ChUSSI）を作成した。「相手の面子」因子は「相
手のことを尊重するように気をつけている」，「相
手の面子をつぶさない」などの項目によって構成
され，対人関係において，相手の面子を重んじる
傾向を反映している。「社交性」因子は「人と一
緒にいる時，共通の話題をすぐ見つけることがで
きる」，「人見知りをせず，どこまでもとびこんで
いける」などの項目によって構成され，個人が積
極的に他者とコミュニケーションを行う傾向を反
映している。「友達への奉仕」因子は「友達と一
体感をもってつき合う」，「友達が困っている時，
力を貸してあげる」などの項目によって構成さ
れ，対人関係において他者を助ける行動傾向を反
映している。「功利主義」因子は「普段，私はで
きるだけたくさんのコネを作るように心がけてい
る」，「私は人脈を重視する方である」などの項目
によって構成され，対人関係において極力自分の
ネットワークを拡張しようとする行動を反映して
いる。

Hwang（1987, 1997, 2006）や園田（2001）は

資源所有者と要請者の間のやりとりを例に，中国
人同士の間に特有な対人的相互作用の心理的メカ
ニズムを分析し，guanxi-mianzi modelを提唱し
た。このモデルによると，資源の要請者は所有者
の面子をたてることにより，所有者とつながりを
持ち，所有者から助けをもらう。このようなプロ
セスを構成する「面子をたてる（mianzi志向）」，
「わたりをつける（guanxi志向）」，そして「助け
（renqing志向）」という要素は上記の毛らの研究
で得られた「相手の面子」因子，「功利主義」因子，
そして「友達への奉仕」因子を裏付け，中国文化
に特有な社会的スキル特性であると考えられる。
一 方，「社 交 性」因 子 は Buhrmester, Furman, 
Wittenberg, & Reis （1988）がまとめた欧米の社
会的スキル尺度や今野・堀（1993）がまとめた日
本の社会的スキル尺度の内容と多く重なっている
ため，通文化的な内容と考えられる。
従来のSSTの問題点と本研究の目的

「社会的スキルが SSTに基づいて向上される」
特徴を踏まえ，津村（2002）は，社会的スキルの
生起モデルとラボラトリー・メソッドによる体験
学習は相補的なモデルとして，社会的スキルの獲
得に役に立つと述べている。また，大坊（2003），
後藤・大坊（2005）では，参加者の基本的な社会
的スキルの再確認を促すことを目的に，人間関係
そのものの構築に必要な認知的・行動的な要素か
らなるコミュニケーション分析に基づくプログラ
ムと体験学習に基づくプログラムを併用して，プ
ログラムを編成した。これまでに多くのSST実践
（大坊・栗林・中野，2000；後藤・大坊，2005, 

2009）が展開され，参加者の自己報告尺度による
社会的スキルの向上について検討されている。本
研究では，SSTの目的が参加者の行動変容である
ことを踏まえ，行動変容の前提となる意識の変容
を検討する上記の先行研究にならい，参加者の意
識レベルでの社会的スキルの変化について検討す
る。
しかし，従来の SST実践の効果検証について
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は，測定法や実験計画法の不徹底という欠点があ
る。例えば，検証されるデータには，SSTの参加
者しか存在しておらず，実験計画法における実験
群しか設定されていない。また，SSTを受ける前
の社会的スキルの個人差はSSTの効果を左右する
可能性があるにもかかわらず，実験群のサンプル
の SSTを受ける前のスキルの程度を考慮せずに
SSTの効果が検証にされている。ほかにも，SST
の効果がトレーニング終了直後に限られ，長期的
な効果検証が行われていないなどの問題点が挙げ
られる。
さらに，従来の SSTは文化への配慮が不十分
で，とりわけ文化に特有な要素を考慮したSSTが
行われていなかった。社会的スキルと文化は密に
関連するため，文化によって規定される社会的ス
キルの内容を吟味しなければ，SSTが不完全なも
のになることが懸念される。そのため，SSTのプ
ログラムは文化に関連したものにすべきである。
また，文化が社会的スキルの内容を規定するとい
う観点を踏まえ，SSTの効果検証の際には，欧米
の尺度を用いるのではなく，SSTでトレーニング
対象となる文化に相応しい尺度を使用すべきであ
ると考えられる。
以上のことを踏まえ，本研究では，実験計画法

に基づき，SSTに参加する実験群と参加しない統
制群を設定する。さらに，実験群の中に社会的ス
キル初期値の低群と普通群を設定する。これらの
ことを通して，実験群と統制群の違いだけではな
く，実験群の参加者の社会的スキルの初期値によ
る SSTの効果の違いも検証できると考えられる。
また，SSTの持続効果を検証するために，SST終
了後の3カ月に追跡調査を行う。
先行研究および本研究の手続きを踏まえ，本研
究では次の仮説をたてる。
仮説1  SSTに参加する実験群と参加しない統

制群との比較では，実験群の社会的ス
キルレベルは向上し，統制群のレベル
は変化しないであろう。

仮説2  実験群において，スキルの向上の余地
が大きい社会的スキル初期値の低群
は，普通群と比べて，SSTを通して，
より多くのスキル向上がみられるであ
ろう。

仮説3  さらに，実験群の社会的スキルレベル
の向上は持続性を有し，3カ月経って
も効果は持続されるだろう。

また，本研究では，従来のSSTのプログラムに
加え，中国文化の要素をプログラムに組み込み，
通文化的要素と文化に特有な要素を兼ね備えてい
る社会的スキル・プログラムを作成する。その上
で，文化的要素は参加者の社会的スキルのどの部
分の向上に効果をもたらすかを，中国文化的，日
本文化的，そして通文化的社会的スキル尺度を用
いて測定する。文化的社会的スキル尺度の採用に
より，本研究では下記の仮説を立てる。
仮説 4  通文化的社会的スキルと中国文化を反

映する社会的スキルのレベルは本研究
のSSTプログラムによって向上し，日
本文化を反映する社会的スキルのレベ
ルは変化しないであろう。

以上のことより，本研究では2つの研究を設定
する。研究1では，文化的要素を考慮した社会的
スキル・プログラムを作成し，研究2では，SST
の実践を通して，実験計画法を踏まえ上記の4つ
の仮説を検証する。

研　究　1

研究目的

研究 1は，従来の SSTプログラム（大坊他，
2000；後藤・大坊，2005, 2009；津村，2002）を
参考にしながら，中国文化の要素を導入して，オ
リジナルなSSTプログラムを作成することを目的
とする。
プログラム作成の方針

前述した大坊（2006）が提示した社会的スキル
の階層構造に関する理論では，社会的スキルを



 中国文化の要素を考慮した社会的スキル・トレーニングのプログラムの開発および効果の検討 27

「基礎スキル」，「特定スキル」，「目的的スキル」
に階層化した。このモデルでは，「基礎スキル」
を土台に「特定スキル」が成立し，「基礎スキル」
と「特定スキル」を総合し，応用的なスキルとし
て「目的的スキル」があると強調した。本研究は，
大坊（2006）の社会的スキルの階層構造の考え方
を継承しつつ，etic–emicアプローチによる社会
的スキルの分類に従って，新たな社会的スキルの
階層構造を想定する。具体的に，社会的スキルの
階層を，「通文化的社会的スキル＝基礎スキル」
と「文化特有の社会的スキル＝文化的スキル」の
2つの層で構成させる。「基礎スキル」は「文化
的スキル」の土台であり，「文化的スキル」は「基
礎スキル」の総合的応用となる。また，「基礎ス
キル」は視線，表情，主張，理解といった対人コ
ミュニケーションの基礎的なスキルに，「文化的
スキル」は特定の文化に関係するスキルによって
構成される。SSTのプログラムは2つの層の内容
に対応しながら作成する。
プログラムの詳細

本研究では，SSTプログラムは社会的スキルの
導入編，基礎編，文化特性編と展望編，あわせて
12のプログラムで構成された。また，体験学習
（津村・星野，1996）のプログラムの要領に従い，
それぞれのプログラムは「体験」，「振り返り（自
由記述）」，「小講義（体験内容と関連のある講義）」
という枠組みで編成した（Table 1）。
導入編は第1回と第2回によって構成された。

参加者の社会的スキルの能力を把握し，同時に，
参加者に人間関係のことを考え直す機会を与え，
その後のSSTへの関心を喚起した。
第3回から第9回までは，基礎編を構成した。

この部分のプログラムは津村（2002, 2003, 
2004），大坊他（2000），後藤・大坊（2005, 2009），
中尾（2006）などの日本での実践を参考にした。
参加者が人とのコミュニケーションをとるために
必要な言語的／非言語的スキル，集団の中で人と
関わるスキル，そして自他共存のための考え方な

ど社会生活における基本的な社会的スキルをト
レーニングのターゲットとして設定した。
文化特性編は第 10回と第11回であった。この
部分では，文化的な要素を取り入れられつつ，基
礎編と同様，ラボラトリー・メソッドによる体験
学習のプログラム編成の方針に則って，プログラ
ムが作成された。具体的には，毛・大坊（2006）
などでまとめた中国文化に影響される社会的スキ
ルの「相手の面子」因子，「友達への奉仕」因子，
そして「功利主義」因子の特徴に照らし合わせて，
3つの因子の内容から，それぞれ「面子（mianzi）
への理解と相手の面子の維持の仕方」，「周りの人
を助ける（renqing）重要性への理解」，「人間関
係におけるネットワーク（guanxi）の働きへの理
解および構築方法」を課題とした。
「面子（mianzi）への理解と相手の面子の維持
の仕方」について，まず，中国における「面子」
という言葉の意味をメンバー一人一人に記述して
もらい，それをグループ内で共有することを通し
て，メンバーに理解させることをねらった。その
上で，相手の面子の維持の仕方に関わる 2つの
ロールプレイをメンバー間で互いに実行してもら
い，相手の面子の維持方法を身につけることをね
らった。2つのロールプレイはそれぞれ，グルー
プ内のメンバーの一人一人に対して，相手の長所
を見つけ相手をほめてあげるという「あなたのす
てきなところ」と，相手が思っている短所を長所
に変えて相手に伝えるという「短所が長所に変
身」というプログラムであった。一方，「周りの
人を助ける（renqing）重要性への理解」と「人
間関係におけるネットワーク（guanxi）の働きへ
の理解および構築方法」については，中国という
文化背景における「人を助ける」ことと「多くの
人とネットワーク」を持つ行為の重要性や現れ方
を参加者に記述してもらい，グループ内でその知
見を共有させた。また，このような共有を踏まえ
て，自分がどのように実社会で行動すべきかを考
えて，他のメンバーに伝え，方法の良し悪しの
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Table 1　中国文化の要因を配慮した社会的スキル・トレーニングのプログラム

順序 レベル
テーマ 

（モジュール）
解説ポイント 
（小講義内容）

ねらい 
（期待する向上領域）

コンテンツ

1

導
入
編

・初期評定 初期レベルの把握 自記式質問紙を回答
　社会的スキル尺度：

ChUSSI ,  KiSS-18 , 
ACT, JICS

グループを2つの作業班に分け，お
互いに知り合うように班のすべての
メンバーと 1対 1で自己紹介をす
る。終了後，班ごとに自己紹介のプ
ロセスでのコミュニケーションの問
題点を話し合わせる。

・ 自己紹介（自己紹介／
第一印象）

・ 話し手としてのスキ
ル，聞き手としての
スキル

自己表現（話す，
聞かせる），関係
調整，他者理解，
対人認知

・振り返り

2

・ 自分の対人関係を認
識（対人関係地図）

・ 人間関係ネットワー
クの中で人と関わ
る／人に関わられる

自己意識，対人認
知

自分と周囲にいる人々との間がどの
ような関係で結びつけられているか
を図形化する。その上で，色塗りを
通して，関係に対する感情を表現す
る。

・振り返り

3

基
礎
編

・講義 概念の理解 社会的スキルの概念，人間関係の中
のフィードバックの重要性，そして
ジョハリの窓について講義の形で理
論から参加者に理解させる。

　 社会的スキルとは ・社会的スキルが含む
もの・特性

参加意欲／モチ
ベーションの高揚

　人間関係とフィード
バック

・トレーニング可能性

　ジョハリの窓 ・ 自己開示･フィード
バックの重要性

・振り返り

4

・ 言語／非言語による
コミュニケーション

言語／非言語のそ
れぞれの役割
コミュニケーショ
ンの仕方の再認識
チャネルの役割
記号化／解読

ある図形を参加者の1人から他の全
員に伝えさせる。1回目ではこの1
人が他の成員とコミュニケーション
ができないように伝えてもらう。2
回目に対話的な伝え方をさせる。2
つの条件で起きたコミュニケーショ
ンの違いを話し合いを通して明らか
にする。

　（一方通行 /双方通行
のコミュニケーショ
ン）

・ 理想的なコミュニ
ケーション形態

・振り返り ・ コミュニケーション･
プロセスとその阻害
要因

5

・視線の役割（不思議
な会話）

・表情の再確認 非言語の表出･解
読

「不思議な会話」では，2人で1組に
し，条件を設けて，相手と会話させ
る（e.g. 楽しいことを相手を見ない
で話す）。
「ミラーゲーム」では，2人1組にし，

7つの感情（悲しみ，怒りなど）を
相手に表出し，相手はそれを模倣す
る，当てるなどをさせる。

・ 表情の表出･解読（ミ
ラーゲーム）

・ コミュニケーション
におけるチャネル間
の連動性

他者理解

・振り返り

6

・ 問題解決「ブックマー
トXに行こう！」

・チームワークを作る コミュニケーショ
ンの仕方
主張，抑制，リー
ダーシップ，計
画，競争

4人1作業班に分け，それぞれ断片
的な情報に基づき，口頭で情報を出
し合って，作業班で規定時間内に1
つの地図を完成させる。また，グ
ループ間で競い合わせる。

・振り返り

7

・ 組織の中での振る舞
い（トランプ企業体）

・組織の中の人間行動 組織に対する認識
主張・抑制，リー
ダーシップ，計
画，競争

トランプを使って，企業という場面
を設定し，自社の営業利益を向上に
向け，社長，部長，課長，社員の間
の情報伝達について，シミュレー
ションを行わせる。・振り返り
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フィードバックをもらった。さらに，「人を助け
る（renqing）」と「ネットワーク（guanxi）」と「面
子（mianzi）」の三者が互いに関連しあっている
ことから，三者の総合的な運用の方法や経験談な
どについてメンバー間の共有も行った。
上記のプログラムの内容は，いずれも中国文化
の社会的スキル内容が課題とされたものであるた

め，プログラムと社会的スキルの因子内容はそれ
ぞれ対応させることが可能であった。これによっ
て，プログラムに基づく SSTを実行すれば，因子
内容を構成する中国文化の特徴を反映した行動の
向上が十分に期待できるのではないかと考えられ
る。
第12回は展望編であった。ここでは，トレー

Table 1　（続き）

順序 レベル
テーマ 

（モジュール）
解説ポイント 
（小講義内容）

ねらい 
（期待する向上領域）

コンテンツ

8

基
礎
編

・ 自分の価値観を再発
見する 
（価値観のランキン
グ）

・価値観と人間関係 価値観の理解，自
分の価値観／他者
の価値観，相互理
解，主張／抑制，
説得

「愛情」，「名誉」，「お金」など10の
言葉について，自分にとって価値が
あると思う順に順位を付ける。そし
てそれをグループで発表し，お互い
に質問をし合ったり，感想を述べ
合ったりする。

・振り返り

9

・適切なアサーション
をする
　（さわやかに断る，不
満を主張する）

・ 相手を尊重し，自分
の権利を主張する

主張，非主張，攻
撃的

シナリオで書かれた相手から不当の
リクエストを受けた場面において，
どのように相手を断るかあるいは相
手に不満を述べるかについて参加者
の間で話し合う。その上で，適切な
交渉の仕方をロールプレイを通して
身につけてもらう。

・振り返り

10

文
化
特
性
編

・相手の面子を考える ・中国人の面子 他者重視の理解，
他者尊重の表出，
自己抑制，相手へ
の配慮，関係の調
整と向上

全員で中国人の面子は何であるかを
考え，記述した。「あなたの素敵な
ところは」では，作業班の他の成員
のすてきなところを考え，相手に伝
えさせる。「短所が長所に変身」で
は，本人が思っている自分の短所を
作業班の成員がそれを長所に変えて
いき，本人に伝えさせる。

　（短所が長所に変身，
あなたの素敵なとこ
ろは）
・振り返り

11

・ 中国人の「renqing」と
「guanxi」を考える

・ 中国人は助け合うこ
とを通して円滑な人
間関係を形成する

共感，他者志向，
献身的考え

中国という環境の中で「renqing」
と「guanxi」のそれぞれの意味合い，
表し方，重要性，そして，それに相
応しい行動について考え，記述す
る。さらに，社会活動における
「renqing」と「guanxi」と面子の連
動性について自分の見解を発表して
もらい，自他の意見を総合してもら
う。

　（「renqing」と「guanxi」，
さらに，その面子）

・ 中国人の人間関係で
の 面 子，「renqing」，
「guanxi」の絡み合い

・振り返り ・中国人らしい人間関
係の特徴

12
展
望
編

・最終評定 総括： 最終レベルの把握
実社会に向けるス
キルの心の準備
実社会で学んだス
キルを運用するた
めの心の準備

自記式質問紙を回答する
トレーニングプログラムの全体に対
する振り返り，そして今後の社会生
活における社会的スキルの応用の展
望について，記述してもらう。

 社会的スキル尺度：
ChUSSI, KiSS-18, 
ACT,  JICS

・ プログラムを通して，
考えたこと

・ 将来の対人関係に向
けて個人の総合的な
振り返りと展望

・ これからの人づきあ
いを考えよう
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ニング後の参加者の社会的スキルの保有量を測定
した。また，トレーニングプログラム全体に対す
る振り返り，そして今後の社会生活における社会
的スキルの応用の展望について記述してもらっ
た。SSTが自分自身の社会的スキルの向上のきっ
かけとなることに気づいてもらい，日常生活の中
で人と付き合う際のモニターリングの意識をアッ
プさせ，最終的に，自分で自分の人間関係の心得
と教訓をまとめる力を付けて，社会的スキルの向
上を目指した。
なお，統制群に対しては，トレーニングのプロ

グラムを用意しなかった。したがって，統制群に
対するトレーニングは行われなかった。ファシリ
テーターの統制群との接触は，社会的スキルの調
査実施時に限定されていた。

研　究　2

研究目的と実験概要

研究2の目的は，研究1で開発したSSTプログ
ラムを実行し，プログラムの効果を検討すること
である。そのために，研究2では実験計画法に則
り，まず実験群と統制群に参加する学生を募集し
た。両群を対象に，2006年9月SSTの初回の日に，
一連の社会的スキル尺度を用いて参加者のスキル
のレベルを測定した（SST前の測定）。その後，
実験群を対象に，研究1で開発したSSTのプログ
ラムを用いてSSTを実施した。SSTの最終回のタ
イミングに合わせて，SST前の測定で用いた尺度
を実験群と統制群で再び測定した（SST後の測
定）。さらに，SST後の測定から3カ月後に，同じ
尺度を用いて実験群と統制群に対する追跡調査を
行った。
方 法

参加者の募集　2006年9月，中国の大連にある
遼寧師範大学の心理学に関する授業を受講する大
学生58名を統制群とした（実験の概要で言及し
たSST前の測定，SST後の測定，そして追跡調査
を含む3回の測定にすべて対応できたのは51名

で，男：11名，女：40名，平均年齢：21.13±0.82
であった）。
実験群は，統制群と同じ大学の大学生 40名

（男：14名，女：26名；平均年齢：20.79±1.12）
であった。初期値によるSSTの効果の違いも検証
できるように，参加者の募集は以下のように工夫
された。40名のうち，20名（男：4名，女：16名；
平均年齢：20.21±1.17）は，2006年 4月に同大
学で行われた社会的スキルの調査結果（この結果
は募集に用いただけで，「SST前の測定」の結果
とは異なる調査であった）から，後出する「中国
人大学生社会的スキル尺度」の総得点を基準に，
得点の最も低い者から順に電話で実験への参加依
頼を行い，承諾した者を本研究の「低得点実験群」
とした。電話は，前回の調査名簿からランダムに
選んだ結果であると告げた。残りの20名（男：
10名，女：10名；平均年齢：21.38±0.71）は上
記の統制群の募集先と異なる心理学に関する授業
から募集し，本研究の「普通得点実験群」とした
（追跡調査の時点で1名が退学することにより，
19名が分析の対象となった）。

SSTの実施　前述した普通得点実験群と低得点
実験群を対象に，男女の割合と人数を考慮し，ラ
ンダムに2つの実施グループ（1グループは20名）
に分けた。研究1で開発した12回のプログラム（1
つのプログラムあたりの所要時間は2時間）を，
前後のプログラムの間に2～3日の間隔を置きな
がら，2006年9月の上旬から下旬まで3週間にわ
たり実施した。実施は社会心理学を専攻し，多く
のSSTのファシリテーターを経験した中国人男性
によるものであった。参加者の同意の上で，ト
レーニングの全過程をデジタルビデオカメラを用
いて撮影した。すべての参加者は所定したすべて
のプログラムに参加し，一律の謝礼が支払われ
た。
社会的スキルの測度　本研究で用いた社会的ス
キル尺度は以下の通りであった。

1．中国人大学生社会的スキル尺度（Chinese 
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University-students Social Skills Inventory: 
ChUSSI; Mao & Daibo, 2006）。この尺度は中国人
の行動様式を理論的根拠として開発されたもので
ある。41項目で構成され，9件法で回答を求めた。
「相手の面子」，「社交性」，「友達への奉仕」，「功
利主義」の4つの因子を含んでいる。

2．KiSS-18（Kikuchi’s Social Skills Scale; 菊池，
1988）。この尺度は18項目で構成され，5件法で
回答を求めた。青年一般の社会的スキルを測定す
る尺度であり，通文化的適応性も備えている
（Takai & Ota, 1994）。また，この尺度を中国人大
学生に適用した際の信頼性（α＝.82）と妥当性が
確認されている（毛・大坊，2007）。

3．感情的コミュニケーション尺度（A�ective 
of Communication Test; ACT, Friedman, Prince, 
Riggio, & DiMatteo, 1980; 大坊，1991）。この尺
度は13項目で構成され，9件法で回答を求めた。
非言語的な感情の表出性を測定するものである。
中国人大学生に適用した際の信頼性（α＝.77）と
妥当性が確認されている（毛・大坊，2007）。

4．日本的対人コンピテンス尺度（Japanese 
Interpersonal Communication Competence: JICS; 
Takai & Ota, 1994）。この尺度は日本人論の中で
描かれた日本文化および日本人の行動様式に基づ
いて開発され，日本式の対人関係の特徴を反映し
ている。22項目によって構成され，5件法で回答
を求めた。この尺度は「察し能力」，「自己抑制」，
「上下関係の調整」，「対人感受性」，「あいまいに
対する耐性」という5つの因子によって構成され
ている。
そのほか，調査紙においては，参加者の性別，
年齢などのデモグラフィック変数も含まれてい
た。
結　果

SSTを受けた，あるいは受けなかった中国人大
学生の社会的スキルレベルの変化，そしてSSTを
受けた学生の社会的スキルの初期値によるSSTの
効果の違いを明らかにするために，すべての学生

の社会的スキル尺度の得点を従属変数に，実験条
件（参加者間要因：統制群・低得点実験群・普通
得点実験群）と測定時期（参加者内要因：SST前
の測定・SST後の測定・追跡調査の測定）を独立
変数とする2要因混合計画の分散分析を実施し
た。

Table 2に示したように，実験条件の主効果は
ChUSSIの「社交性」，「友達への奉仕」，「功利主
義」因子だけであった。いずれの社会的スキルの
因子の得点においても，「低得点実験群」よりも
「普通得点実験群」のほうが有意に高かった。ま
た，「功利主義」因子の得点において，上記の傾
向を加え，「統制群」より「普通得点実験群」の
ほうが有意に高かった。
一方，すべての尺度において測定時期の主効果
がみられた。尺度によって，結果が一様ではない
が，全体的な傾向として，「SST前」より「SST後」，
そして「SST前」より「追跡調査」での社会的ス
キルの得点のほうが有意に高かったことが示され
た（JICSの「あいまいに対する耐性」因子は得点
が高いほど，耐性がないことを表す。この尺度に 
限り，「SST前」より「SST後」の得点が低かった）。
さらに，実験条件と測定時期の交互作用があっ
たのはChUSSIのすべての因子（「相手の面子」，
「社交性」，「友達への奉仕」，「功利主義」），KiSS-

18，ACT，そして，JICSの「察し能力」因子，「上
下関係の調整」因子，「あいまいに対する耐性」
因子であった。そこで，単純主効果の検定を行っ
た（SSTによる社会的スキル得点の向上の有無を
検証する本研究の目的から，実験条件と測定時期
の交互作用のあった尺度を考察の対象とする上
で，単純主効果の検定はそれぞれの実験条件にお
ける測定時期の違いだけに注目した）。
単純主効果の検定の結果は以下の通りであっ

た。まず，統制群はすべての尺度において，SST
前の測定・SST後の測定・追跡調査の測定の間に
有意差がみられなかった。これに対して，低得点
実験群と普通得点実験群はChUSSIのすべての因
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Table 2　社会的スキルの得点における実験条件（3）×測定時期（3）の2要因混合計画分散分析結果

SST前
平均値 
（SD）

SST後 
平均値 
（SD）

追跡調査 
平均値 
（SD）

実験条件
主効果

測定時期
主効果

交互作用
単純主効果 a）

ChUSSI

n.s. F（2,165）＝21.42, 
p＜.001

F（4,165）＝12.42, 
p＜.001, ηp

2＝.23相手の面子
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

130.40
（16.45）
123.20
（12.98）
129.79
（21.49）

128.75
（17.25）
135.35
（15.05）
141.53
（19.21）

126.74
（17.93）
135.80
（13.80）
141.84
（18.66）

前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追 
普前＜普後，普前＜普追

F（2,87）＝3.50, 
p＜.05

F（2,174）＝45.01, 
p＜.001

F（4,174）＝19.29, 
p＜.001, ηp

2＝.31社交性
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

68.75
（14.49）

56.95
（11.10）

66.68
（11.36）

68.00
（12.78）

70.30
（9.95）
78.21
（11.39）

67.75
（13.71）

68.10
（7.26）
78.63
（9.48）

低＜普 前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追 
普前＜普後，普前＜普追

F（2,87）＝3.10, 
p＜.05

F（2,170）＝8.52, 
p＜.001

F（4,170）＝7.21, 
p＜.001, ηp

2＝.15友達への奉仕
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

38.76
（6.87）
34.70
（7.04）
39.16
（4.65）

37.86
（6.06）
37.20
（7.33）
42.53
（4.48）

37.51
（6.70）
37.75
（6.95）
41.68
（4.88）

低＜普 前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追 
普前＜普後

F（2,87）＝5.09, 
p＜.01

F（2,173）＝23.61, 
p＜.001

F（4,173）＝9.90, 
p＜.001, ηp

2＝.18功利主義
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

20.56
（6.01）
17.20
（4.15）
22.84
（6.14）

20.53
（6.56）
22.80
（3.16）
25.95
（5.71）

20.27
（5.79）
22.30
（3.25）
25.79
（7.38）

低＜普，統＜普 前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追 
普前＜普後，普前＜普追

KiSS-18

n.s. F（2,170）＝44.15, 
p＜.001

F（4,170）＝23.15, 
p＜.001, ηp

2＝.35
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

66.67
（10.09）

60.15
（7.34）
64.28
（9.45）

65.84
（9.09）
70.10
（7.99）
70.68
（8.62）

65.16
（10.64）

69.55
（6.72）
73.11
（8.31）

前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追 
普前＜普後，普前＜普追

ACT

n.s. F（2,173）＝14.81, 
p＜.001

F（4,173）＝5.96, 
p＜.001, ηp

2＝.12
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

66.49
（13.18）

63.40
（13.38）

67.21
（14.05）

66.22
（12.21）

72.45
（9.96）
72.68
（14.38）

66.10
（13.28）

72.85
（11.38）

73.89
（13.48）

前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追 
 普前＜普追
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子，KiSS-18そしてACTにおいて，SST前とSST
後の得点に有意な差（p＜.10～.01; ACTの普通得
点実験群では非有意）がみられた。同時に，SST

前と追跡調査の得点にも有意な差（p＜.10～.01;
「友達への奉仕」因子の普通得点実験群では非有
意）がみられた。また，低得点実験群は JICSの「上

Table 2　（続き）

SST前
平均値 
（SD）

SST後 
平均値 
（SD）

追跡調査 
平均値 
（SD）

実験条件
主効果

測定時期
主効果

交互作用
単純主効果 a）

JICS

n.s. F（2,172）＝4.08, 
p＜.05

F（4,172）＝3.95, 
p＜.01, ηp

2＝.08察し能力
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

22.61
（3.28）
21.45
（3.63）
22.16
（3.95）

21.69
（3.28）
23.05
（2.61）
23.21
（4.53）

22.14
（3.76）
23.40
（2.76）
23.95
（3.36）

前＜追 なし

n.s. F（2,172）＝7.08, 
p＜.01

n.s.
自己抑制
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

24.22
（4.50）
23.63
（3.67）
23.79
（6.17）

24.75
（4.80）
25.55
（4.56）
25.58
（5.27）

24.10
（5.10）
24.85
（4.67）
24.79
（5.57）

前＜後

n.s. F（2,174）＝9.34, 
p＜.001

F（4,174）＝5.04, 
p＜.001, ηp

2＝.10上下関係の調整
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

12.24
（2.37）
11.45
（2.11）
12.05
（2.74）

12.16
（1.86）
12.90
（1.65）
13.11
（1.73）

11.96
（2.34）
12.90
（1.80）
13.21
（1.69）

前＜後，前＜追 低前＜低後，低前＜低追

n.s. F（2,174）＝4.47, 
p＜.05

n.s.
対人感受性
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

9.78
（2.46）

9.55
（1.99）
10.16
（2.81）

9.82
（2.30）
10.60
（2.37）
10.79
（2.37）

10.29
（2.39）
10.40
（2.14）
10.74
（3.40）

前＜後，前＜追

n.s. F（2,174）＝2.82, 
p＜.10

F（4,174）＝2.78, 
p＜.05, ηp

2＝.06あいまいに対する耐性
　統制群

　低得点実験群

　普通得点実験群

10.02
（2.52）
10.45
（2.31）
10.53
（2.59）

10.41
（2.09）

9.20
（2.02）

9.68
（3.28）

10.18
（2.26）

9.20
（2.21）
10.11
（2.62）

前＞後 なし

a） SSTによる社会的スキル得点の向上の有無を検証する本研究の目的から，単純主効果の検定はそれぞれの実験条件における測
定時期の違いだけ注目した 
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下関係の調整」因子においても，SST前とSST後
の得点，そしてSST前と追跡調査の得点に有意な
差（いずれもp＜.05）がみられた。これらの得点
の変化傾向としては， SST後の得点がSST前より
高く，追跡調査の得点がSST前より高くなってい
た。SST後の得点と追跡調査の得点の間には有意
な差はみられなかった。なお，JICSの「察し能力」
因子と「あいまいに対する耐性」因子においては，
交互作用があったが，有意な単純主効果がみられ
なかった。また，この2つの因子の偏イータ二乗
の値はそれぞれ .08と .06であり，他の交互作用
のある因子と比べてかなり低かった。

全体的考察

本研究の目的は，文化的要素が配慮されたSST
のプログラムの開発と，プログラムに基づいた
SSTの実践効果の検証であった。研究1では，従
来のSSTプログラムに中国文化の要素を導入し
て，社会的スキルの階層構造の考えに従い，対人
コミュニケーションの基礎的なスキルと中国文化
に関係する社会的スキルを兼ねたSSTのプログラ
ムを作成した。研究 2では，研究 1で開発した
SSTプログラムを中国人大学生に実施し，実験計
画法に則り，文化に根付く社会的スキル尺度を用
いてSSTプログラムの効果を検討した。
社会的スキル尺度の得点変化によるSST効果の

検討

SST前とSST後の比較では，SSTを受けなかっ
た統制群の中国人大学生はすべての社会的スキル
尺度において有意な得点変化がなかったのに対し
て，SSTを受けた実験群は，7つの尺度（ChUSSI
の4つ因子，KiSS-18，ACT，JICSの「上下関係
の調整」因子）において，得点に有意な変化が
あった。得点の変化方向としては，SST後の得点
がSST前の得点より高いということであった。こ
れらのことにより，本研究の仮説1「SSTに参加
する実験群と参加しない統制群との比較では，実
験群の社会的スキルレベルは向上し，統制群のレ

ベルは変化しないであろう」は支持された。すな
わち，本研究のSSTプログラムは大学生の社会的
スキルの向上に効果があると言える。対人関係の
改善を目的とするSSTが，実際に社会的スキルの
向上をもたらした本研究の結果は，先行研究（大 
坊他，2000；後藤・大坊，2005, 2009；津村，2002） 
と一致し，改めてSSTの効果を裏付けた。
実験群の得点向上について，上記の変化のあっ
た7つの尺度のうち，ACTと JICSの「上下関係
の調整」因子における得点の向上は低得点実験群
にのみみられたが，ChUSSIの4つ因子とKiSS-18
において，低得点実験群か普通得点実験群かにか
かわらず，社会的スキルの得点がともに向上し
た。低得点実験群と普通得点実験群の得点変化の
あった尺度や因子には大きな差異がなく，SSTプ
ログラムが2つの実験群にほぼ同じような効果を
もっていたことから，本研究の仮説2「実験群に
おいて，スキルの向上の余地が大きい社会的スキ
ル初期値の低群は，普通群と比べて，SSTを通し
て，より多くのスキル向上がみられるであろう」
は支持されなかった。すなわち，社会的スキルの
向上の可能性は，対人関係に苦手な人だけにある
のではなく，普通の人にもある。先行研究であま
り着目していなかったこの点の検討結果から，
SSTは広範囲の対象者——対人関係に苦手か否か
に関係なく——に適用できることを示唆してい
る。今後，この種のSSTは学校教育や生涯教育な
どの場面での活用が期待される。
さらに，統制群はすべての尺度において SST
前，SST後，追跡調査の3回の測定において，有
意な単純主効果がみられなかった。これに対し
て，低得点実験群と普通得点実験群はChUSSIの
すべての因子，KiSS-18，ACTにおいて，低得点
実験群は JICSの「上下関係の調整」において，
SST後の得点（ACTの普通得点実験群を除く）だ
けではなく，追跡調査の得点（「友達への奉仕」
因子の普通得点実験群を除く）もSST前の得点よ
り高くなっていた。これらのことにより，本研究
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のSSTの効果はトレーニングの直後に限らず，ト
レーニング終了後3カ月後でも，その効果を持続
することができた。本研究の仮説3「実験群の社
会的スキルレベルの向上は持続性を有し，3カ月
経っても効果は持続されるであろう」は支持され
た。これまでのコミュニケーション分析および体
験学習の考え方に基づくSSTは，理論上の長期的
な持続効果（津村・星野，1996）を強調した一方，
実際のデータによる理論の裏付けは少なかった。
本研究で得られた結果はそのような理論を証明す
ると同時に，プログラムの実用化の可能性を増す
ことにつながる。
社会的スキル尺度の得点変化の有無による文化的

要素が配慮されたSST効果の検討

本研究で用いたKiSS-18とACTという2つの尺
度については，尺度の内容がある特定の文化に偏
らず，中国人大学生を測定した際にも高い信頼性
が得られている（毛・大坊，2007）ことから，2
つの尺度は通文化的社会的スキル尺度として中国
での使用が適切だと考えられる。実験群の得点が
これらの尺度で上昇したことにより，本研究で考
案されたSSTプログラムが通文化的な社会的スキ
ル，すなわち，社会的スキルの階層構造における
「基礎スキル」の向上に効果があると考えられる。
また，前述したように，ChUSSIは中国文化お

よび中国人の行動様式をベースに開発された中国
式の社会的スキルの尺度である。実験群はこの尺
度において，得点が上昇した。これにより，本研
究のSSTプログラムに導入した中国文化に関する
内容が中国式の社会的スキルの向上に効果がある
と考えられる。この結果を本研究が想定した社会
的スキルの階層構造（etic–emicのアプローチに
基づく）と対応して考えた場合，SSTプログラム
は階層構造における「文化的スキル」のレベルの
向上をもたらしたと言えよう。
一方，本研究では，日本文化に基づいて開発し

た JICSを用いた場合，「自己抑制」と「対人感受
性」において，有意な交互作用がみられなかった。

「察し能力」，「あいまいに対する耐性」および「上
下関係の調整」においては有意な交互作用がみら
れたものの，「察し能力」と「あいまいに対する
耐性」のSST前・後の比較では，低得点実験群，
普通得点実験群に関係なく，単純主効果がみられ
なかった。また，この2つの因子の効果量を表す
偏イータ二乗の値は中国文化の社会的スキルの因
子や通文化的社会的スキル因子を大きく下回って
いた。これらのことにより，本研究のSSTプログ
ラムで導入した中国文化に関する内容は，日本式
の社会的スキルの向上に効果がないという可能性
が大いに考えられる。
本研究のSSTプログラムは，①通文化的な社会
的スキルを向上させることができた，②また，中
国式の社会的スキルも向上させることができた，
③しかし，日本式の社会的スキルを向上させるこ
とができなかったという3つの結果から，本研究
の仮説4「通文化的社会的スキルと中国文化を反
映する社会的スキルのレベルは本研究のSSTプロ
グラムによって向上し，日本文化を反映する社会
的スキルのレベルは変化しないであろう」は支持
された。本研究で開発したSSTプログラムの文化
に特有な要素が検証できたと推論される。
しかし，本研究の仮説4をより完全なものにす
るためには，日本文化に基づく JICSの「上下関
係の調整」因子の低得点実験群における得点の有
意な上昇を説明する必要がある。「上下関係の調
整」因子を構成する項目では，目上の人への尊重
を中心とするものであるが，これらの内容は日本
文化に存在すると同時に，中国文化にも存在する
と考えられる。そこで，本研究で用いたChUSSI
の因子の内容と照らし合わせると，「上下関係の
調整」因子の内容がChUSSIの「相手の面子」因
子と似ていることがわかる。また，低得点実験群
のSST後の両因子の相関関係が示すピアソンの相
関係数は r＝.61（p＜.01）であり，「上下関係の
調整」因子の得点の変化が合理的なものだと考え
られる。
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本研究の意義

本研究では，実験デザインの完備とプログラム
の文化的要素への配慮の2点によって，SST研究
における検証方法の精緻化と検証精度の向上に貢
献することができた。
従来のSST研究は，実験群のみでプログラムの
効果検証を行っていた。しかし，そのような実験
デザインでは，得られた効果は純粋にプログラム
による効果かどうかは不明瞭であった。本研究で
は，統制群を設けることにより，プログラムの効
果がSSTによるものだと一層明確にすることがで
きた。加えて，実験群を「低得点実験群」と「普
通得点実験群」に細分化することにより，社会的
スキルのレベルがもともと低い参加者とそうでな
い参加者に対するSSTの効果の違いも検証するこ
とができた。
また，従来のSSTに関する研究は社会的スキル

そのものに焦点を当てることが多く，社会的スキ
ルの内容を強く規定する「文化」への注目が少な
かった。本研究では，etic–emicアプローチに規
定される社会的スキルの文化的要素をSSTプログ
ラムに導入することによって，文化に特有なSST
の問題を扱った。SSTプログラムの効果が検証で
きたことによって，社会的スキルの文化的要素は
SSTによって向上できることが実証された。また，
社会的スキルの向上を測定するツールについて，
従来のSST研究で用いた欧米文化背景下で開発さ
れた尺度を改めて，「通文化的な尺度」，「SSTの
ターゲットとなる文化に由来する尺度」，さらに
「SSTのターゲット以外の文化に由来する尺度」
という3種類の尺度を用いることにより，文化の
視点からSSTによる社会的スキルの変化を検証す
ることが可能となった。
本研究の限界と展望

第1に，本研究で用いた統制群を改善する必要
があろう。従来のSST研究では，トレーニングの
プログラムの効果は実験群のみにて確かめられて
いた（津村，2002；後藤・大坊，2005, 2009）。

本研究では，実験群とは別に，統制群を設けるこ
とを通して，プログラムの実験群に対する効果を
より明確に確認することができた。しかしその一
方，本研究で用いた統制群はAdams, Openshaw, 
Mills, & Noble（1988）で用いたwait–listと似て
おり，統制群にトレーニングのプログラムを設定
せず，統制群のファシリテーターとの接触は社会
的スキルを調査する場面に限られていた。このよ
うな実施方法により，実験群の得点の変化と統制
群の得点の安定は参加者がファシリテーターとの
接触の度合による可能性がある。したがって，今
後，実験計画においては，ファシリテーターが統
制群との接触の程度を実験群と同等にし，統制群
に SST以外のトレーニングのプログラム（e.g., ア
ナグラム課題など）を設けることにより，実験群
の得点変化の根拠を確かめる必要がある。
第2に，本研究で用いたトレーニング効果を確

認する方法について，検討する余地があろう。本
研究では，自己報告式の社会的スキル尺度を用い
て，参加者の自らの報告により，トレーニングの
効果を確かめた。しかし，そもそも，SSTの最終
目的は，社会的スキルを身につけて行動できるこ
とである。SSTの対人関係における効果の検討は
その人の行動そのものに注目する必要があると考
えられる。本研究で用いた自己報告式尺度による
効果の検討は，尺度に記入する本人の主観的な判
断に左右されやすく，得られた変化の結果が参加
者の意識レベルに留まって，行動に反映されてい
ない可能性が否めない。したがって，自己報告式
の調査のみでトレーニングの効果を確かめるのは
不十分であると考えられる。今後は，トレーニン
グの参加者と直接相互作用を行う相手からの評
価，そして，観察者としての第三者からの評価を
導入し，参加者の行動の観点からもトレーニング
の効果を確かめる必要があると考えられる。ま
た，本研究では，SSTプログラムの「文化特性編」
の作成はChUSSIの尺度内容をベースにしていた
ため，SSTにあった内容と質問紙に出た質問内容
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がかなり類似している。それによって，研究の目
的や尺度評定の意図が参加者に容易に推測されて
しまい，参加者の要求特性が働くという可能性も
十分に考えられる。さらに，同じ尺度をSST前，
SST後，3カ月後と3回実施したので，参加者が
研究意図に気がついていた可能性も排除できな
い。よって，本研究で得られた結果の一般化には
慎重であるべきであろう。
第3に，本研究で用いたサンプルへの検討が必
要であろう。本研究は，「文化的SSTプログラム」
の検証を目指していた。それを実現するために，
中国人大学生のSSTの結果を用いた。しかし，「中
国人」のサンプルを用いて，「中国文化の要素」
の効果を検証するには，限界があると言わざるを
得ない。なぜなら，「中国人に中国文化の要素を
身につけさせることができた」ということはあま
りにも自明の結果だからである（しかし，検証の
必要はある）。そのために，本研究のプログラム，
とりわけ中国文化の要素に基づく部分を，中国文
化以外の出身者を対象に実施する必要があると考
えられる。中国文化出身者とそうでない出身者へ
の効果を総合的に検討することで，本研究で得ら
れている「文化的要素が配慮された SSTプログラ
ムはある文化に特有の社会的スキルにしか効果を
もたらさない」という結論がより確固たるものに
なると考えられる。そこで，本研究で検討した尺
度に日本文化の社会的スキル尺度が含まれていた
ため，今後は，本研究で開発したプログラムを日
本文化出身者（例えば，日本人大学生）に実施す
ることを通して，より完備した「文化的SSTプロ
グラム」の検証を行いたい。
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Development and Evaluation of a Social Skills Training Program 
Suitable for Chinese Cultural Characteristics

Xinhua Mao and Ikuo Daibo
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�e social skills of Chinese youth are reported to be declining. �erefore, a social skills training (SST) 
program involving the unique cultural characteristics of Chinese people was developed, and its e�ectiveness 
was investigated. In Study 1, a SST program was developed incorporating cross-cultural social skills and the 
unique identity of Chinese culture. In Study 2, 98 Chinese undergraduates were divided into a control and 
an SST group, who participated in the new SST program. All participants were administered a series of 
culture-based social skills scales. �e results indicated a signi
cant e�ect of the SST program in the SST 
group compared with the control group. Moreover, the SST group showed signi
cant changes on Chinese-
culture and cross-culture scales, but no changes on the Japanese-culture scale. �ese e�ects remained at the 
3-month follow-up assessment. �us the components of cultural traits in the newly developed SST program 
were veri
ed.

Key words: program development, social skills training, cross-culture, Chinese culture


